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はじめに

　もの心ついた頃、自宅でも映画館、食堂、バス、

鉄道でもたばこの煙のにおいがして気持ちが悪くな

ったことが思い出される。特に乗り物に酔う前にに

おいに酔ってしまった記憶がある。その昔、病院で

もたばこを吸いながら患者さんを診察していたお医

者さんがいた。しかし、時の流れとともに人々の健

康に対する意識とたばこの煙のにおいを嫌う傾向が

高まり、禁煙運動が盛んになってきた。

　2020年４月１日から受動喫煙対策を強化する改正

健康増進法が全面施行され、飲食店や不特定多数の

人が利用する施設が原則屋内禁煙となった。現在、

新型コロナウイルス対策に追われ、毎日多忙の中、

この法律が施行されたことを忘れてしまっている

人々が多いことと思う。たばこというと健康に対す

る影響ばかりが強調されるが、ここではたばこの歴

史、伝播、たばこ産業、税収、健康への影響と医療

費等、幅広く記載したので気楽に読んで参考にして

いただきたい。

１）たばこの歴史

　たばこはナス科のたばこ属の植物で、16世紀のは

じめに新大陸で栽培され利用されていた。世界で最

も多く栽培されているたばこはニコチアナ・タバカ

ムという学名の種で、ボリビアからアルゼンチンと

の国境にかけてのアンデス山中に分布する二つの野

生種から生まれた種と考えられている（図１）。

　アメリカ大陸の古代文明では、たばこは神々に捧

げる供物として儀式に欠かせなかった。その後の歴

史の中で、安らぎも得るための嗜好品として使わ

れるようになってきた。当時は喫煙、嚙みたばこ、

嗅ぎたばこなどとして利用されていたようである。

1492年10月12日、コロンブスが新大陸で先住民から

珍しい果物などとともに香高い乾燥した葉（たばこ）

を受け取り、新大陸原産の珍しい植物のひとつとし

てヨーロッパに伝えられた。当初は薬品・観賞用植

物であったが、次第に喫煙の風習が広まり、嗜好品と

して流行した。日本へは南蛮貿易により、16世紀末以

降、喫煙の風習が広がり国内でもたばこの栽培が始

まった。その後、主要作物の米ではなく、たばこを栽

培する農家が増えたため、江戸幕府は禁令を出した

が、それにも関わらずたばこ栽培は広まっていった。

　明治時代に新しく登場したのは紙巻たばこ（シガ

レット）である。欧米では19世紀後半から本格的に

作られるようになっており急速に普及した。それで

も当時の日本人の多くは伝統的な細刻みたばこをき

せるで吸う方法を楽しんでいた。

　明治30年代には約5,000人のたばこ製造業者がい

た。明治政府は明治31（1898）年、日清戦争後の財

政的要請で「葉煙草専売法」を施行して税収入の増

大を図った。その後、欧米のたばこ資本が国内のた

ばこ産業を独占する恐れが生じ、日露戦争の戦費を

調達する必要にも迫られ、明治37（1904）年７月「煙

草専売法」が施行された。この後、大蔵省専売局か

ら日本専売公社へと引き継がれながら、昭和60年３

月まで専売の時代は続いた。昭和60（1985）年４月、

日本たばこ産業株式会社が発足し日本のたばこの専

売制度はその歴史的使命を終えた。

たばこ

副会長　　　　　　

深澤　雅則

　

　たばこの健康に対する影響は数多くの報告がなさ

れ、今日では医療関係者ばかりではなく、一般市民

にも十分認識されている。令和２年４月１日から改

正健康増進法が全面施行され、受動喫煙防止への法

律の規制がより具体化した。本稿では、健康被害ば

かりではなく、たばこの起源、歴史、生産額、税収など

幅広く記載しているので参考にしていただきたい。
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２）たばこ生産農家と販売実績

　平成30年度の全国のたばこ生産農家は5,012

戸、栽培面積は7,065（ha）ヘクタール、生産量は

16,998（t）トン、販売代金は326億8,300万円。地

域別には都道府県のうち32県で栽培されており、多

いのは熊本県、沖縄県、青森県、岩手県である。北

海道はほぼ生産されていない。

３）日本たばこ産業株式会社（JT）

　JTの2019年度売上額は、全社で２兆1,756億円で

営業利益は5,159億円とかなりの巨大企業である。

たばこ事業が中核であるが、加工食品事業や医薬

事業も行っている。抗HIV薬６品のライセンス契約

など、子会社として鳥居薬品を傘下に持っている 

（図２）。健康を害するたばこと病気を治す医薬品の

両方を販売しているのは何とも皮肉な感じもする。

４）たばこの価格

　日本のたばこの価格は国際的にみてどうであろ

うか。2019年、マールボロ１箱の値段を比べた表で

はオーストラリア2,166円、ニュージーランド1,951

円、シンガポール1,100円、アメリカ合衆国807円、

日本は上から39位、480円という結果だった（表１）。

2019年10月の値上がりでマールボロが510円になって

いる。国際的にみれば日本のたばこはまだまだ安い

方といえる。2016年の別の調査で最も売れた銘柄を

国際比較した結果では、経済協力開発機構（OECD）

加盟国で最もたばこの値段が安い国であった。たば

この税額もOECD平均の半分以下となっている。た

ばこの税額をもっと引き上げ、１箱1,000円位にすべ

きとする議論がある。価格が上がって禁煙する人が

増え、喫煙人口が半減しても税収は十分確保できる

ことと、健康のためには良いことである。より大事

なことは１箱500円位でたばこが買える状況は未成

年者、中学生、高校生がつい手を出してしまうこと

があり得るが、１箱1,000円位になると昼食３食分に

もなり買えなくなると思われるので将来的に喫煙者

が確実に減っていくことになる。

５）税収

　たばこ税は「たばこ税法第４条」で義務づけられ

た税である。たばこ税には、国たばこ税、地方たば

こ税（都道府県たばこ税・市区町村たばこ税）、た

ばこ特別税の３つがある。製造たばこには、このほ

かに消費税が加わり４種類の税金がかかる。

　平成29年では、総額２兆11億円、国たばこ税

8,642億円、地方たばこ税１兆32億円、たばこ特別

税1,337億円が税金として納められている。

　たばこ１箱20本入り、490円あたりに換算すると

その税額は309.42円となっており定価の63.1％を占

めている。特に地方に税収が入るので、以前はたば

こは地元で買いましょうという宣伝がなされていた

ものである（図３）。

６）喫煙の健康影響について

　たばこの健康に及ぼす影響については多くの報告

があり、十分知っていることと思われるのでここで

は簡単に述べる。

　平成28年８月の厚生労働省・喫煙の健康影響に関

する検討会報告書によると、たばこの社会全体に与

える損失は4.3兆円にものぼる。これに対して、税

収や他産業への波及効果は2.8兆円にとどまると推

計している。平成27年度のわが国の成人の喫煙率は

男性30.1％、女性7.9％、平均18.2％を令和４年に

平均12％にする目標を掲げている。

　たばこの煙には約5,300種類の化学物質が含まれ、

その中に約70種類の発がん性物質が含まれている。

がん以外にも慢性閉塞性肺疾患（COPD）、虚血性

心疾患、脳卒中などの原因になる。昔は炭鉱や鉱山

で働いて塵肺になる人も見かけたが、現在、在宅酸

 

世界のたばこの値段ランキング 
1．オーストラリア 2,166 円 

 2．ニュージーランド  1,951 円 

 3．アイルランド 1,437 円 

 4．ノルウェー 1,417 円 

 5．イギリス 1,327 円 

 6．アイスランド 1,208 円 

 7．カナダ 1,140 円 

 8．シンガポール 1,100 円 

 9．イスラエル 1,082 円 

10．フランス  943 円 

11．スイス  921 円 

12．フィンランド 848 円 

13．オランダ 825 円 

14．香港  810 円 

15．アメリカ合衆国  807 円 

39．日本 480 円 

図２
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素療法を行っている人のうち、たばこが原因の人が

増えている。

　がんの部位別にみた死亡についての相対危険度に

関しては、非喫煙者を１とした場合、男性では肺が

んが4.45倍となっている。全部位でも男性1.65倍、

女性1.32倍である（図４）。受動喫煙では、肺がん、

脳卒中、虚血性心疾患の危険が高まり、子供では乳

幼児突然死症候群、喘息の発症など、数多くの疾患

の原因となっている。健康に関しては負の要素ばか

りである。

７）改正健康増進法

　健康増進法（平成14年法律第103号）が今まで施

行されていたが、受動喫煙対策を強化する改正健康

増進法が令和２年４月１日、全面施行された。飲食

店や職場、不特定多数の人が利用する施設が原則

屋内禁煙となる。ただし、経過措置として出資金

5,000万円以下、客席面積100平方メートル以下の既

存の小規模飲食店は当面の間「喫煙可」などの標識

を掲示すれば喫煙が認められる。

　東京都では国の法律より厳しい受動喫煙防止条例

が施行され、従業員を雇う店では店舗面積にかかわ

らず原則として屋内禁煙となる。加熱式たばこも対

象となり、悪質な違反者には罰則が科される。この

法律が施行されてもそれぞれの店舗で実施されるに

はしばらく時間がかかりそうである。

８）禁煙に向けた道内の動き

◦日本禁煙推進医師歯科医師連盟北海道支部の活動

　日本禁煙推進医師歯科医師連盟北海道支部でもか

なり前から禁煙に向けた活動を行っている。

　昨年度は、令和元年６月１日（土）、札幌駅前通

地下歩行空間で北海道禁煙フォーラムを開催してい

る。11月16日（土）、北海道医師会館で北海道禁煙

指導研究会が開催された。主催は北海道医師会はじ

め医療関連団体、協力は北海道健康づくり財団、後

援は北海道対がん協会、北海道たばこ対策連絡協議

会となっている。

◦美唄市受動喫煙防止条例

　平成27年12月11日条例第35号、改正令和２年３月

19日条例第７号。その内容について、美唄市は受動

喫煙を自らの意思で避けることが困難な者、とりわ

図３

図４

国たばこ税
8,642億円

たばこ特別税
1,337億円

【 たばこ税の内訳 】 【 年間の地方たばこ税の内訳 】

平成29年度 年間たばこ税額の内訳

都道府県たばこ税

〔出典：財務省ホームページ・総務省ホームページ〕

1,409億円

0% 20% 40% 60% 80% 100%

8,623億円

市区町村たばこ税

地方たばこ税
1兆32億円
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け妊産婦や発育の過程にある乳幼児をはじめとする

20歳未満の者について、受動喫煙を生じさせること

のないまちづくりと市民の健康づくりを推進するた

め、この条例を制定するとしている。特に学校、幼

稚園、児童福祉施設、保育所、屋外における公共の

場所、道路、公園等での受動喫煙を防止することを

目的としている。小さな市で先駆けて受動喫煙防止

条例を制定するには様々な人々の反対意見などもあ

り、相当苦労したものと思われる。推進した美唄市

および美唄市医師会長・井門 明氏の功績は大きい。

◦北海道議会新庁舎の喫煙所設置問題

　令和元年５月31日、北海道新聞に「道議会は禁煙

対象外」との記事が掲載。これに対して６月19日、

日本禁煙学会はじめ４団体が施設内完全禁煙の申し

入れを行った。８月６日、当会長瀬会長が北海道知

事、道議会議長および全５会派代表者あてに新庁舎

を全面禁煙とするよう要望書を提出。10月４日、自

民党・道民会議が議員総会で日本たばこ産業（JT）

北海道支社からの寄贈で会派控室に喫煙所を設置す

ることを再決定。12月12日、当会長瀬会長が道議会

新庁舎と道庁本庁舎の敷地内全面禁煙を求める10万

3,324人分の署名を高橋 亨道議会副議長に提出。令

和２年３月26日、北海道新聞に村田憲俊道議会議長

と全５会派の会長らは25日、新庁舎への喫煙所設置

の是非について協議したが、結論を次回以降に先送

りしたとの記事が掲載されていた。この問題は未だ

決着していない。

　改正健康増進法が令和２年４月１日全面施行さ

れ、飲食店でさえ禁煙となっており、学校や病院、

公共施設など公的施設は全面禁煙となっている状況

において、道議会新庁舎が公的施設でないとの判断

かもしれないが、準公的施設であるのは間違いなく、

道民の健康を守る立場の者としては、全面禁煙とす

るのが当然であろう。

おわりに

　たばこはアメリカ大陸の古代文明で儀式に使われ

ていたものが、次第に嗜好品として使われるように

なり、1492年10月、コロンブスがたばこの葉を先住

民から贈られ、ヨーロッパに持ち帰って広まったも

のである。現代社会においても全世界でたばこが吸

われている。少し古い映画では洋画も邦画もたばこ

を吸っているシーンがよく出ていたのを記憶してい

る。しかし現在、健康被害の方があまりにも大きい

ことが判明し、禁煙運動の推進と改正健康増進法の

制定となったわけである。

　それにしても、日本のたばこ１箱の価格は安すぎ

る。青少年の喫煙を減らす意味でもワンコイン（500

円）で買えない程度、欧米並みの１箱1,000円位に

して喫煙のきっかけを作らせないのが一番の禁煙運

動になるかもしれない。

新型コロナウイルス感染症関連情報

　新型コロナウイルス感染症に関する日本医師会からの通知等は、北海道医師会

ホームページ「医師の皆様へ－感染症情報」に掲載しています。

ＵＲＬ：http://www.hokkaido.med.or.jp/doctor/infection.html


